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I･　本研究は家政 学の体系化 がさかんに論じ られなが

ら，なにを具体的な手 がかりとし て展開する か に っ い



て，いささか疑問があるので，行動科学 の理論 の適用に

よって，家 政学の体系化に接近し ようとす る も の で あ

る。

2.　い ますぐに， 断定を下すこ とには慎重で なければ

ならないが，家 政学は「家族構成員の相互作用を通し て

展開する生活におけ るエネルギ ーを規範 によ って規制 さ

れた仕方で消費し，状況内 の目的 を達成 するように方向

づけられた行動」を研究対象にす るものであ る， と一応

提案し たい。 「家庭 の生活構造」 という 仮設 によって，

行動科学にむける総合的理論 の摘要 の可能性について言

及する。

3.　その事例とし て新潟県における実 態（そ の資料は

別に配布）を通して「家」から「家庭」 への展 開過程 を

説明し ，「家庭の生活構造」 のパ ターンの把握 の問題 に

ついてふれる。
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